
ハ
ガ
タ
屋
社
長
　
　
　
　
（
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ
）
　
　
喜
岡
　
達
氏

日
本
刀
の
製
法
技
術
応
用
少
な
い
投
資
で
コ
ス
ト
減
三
次
元
抜
き
型

トップインタビュー

　
き
お
か
・
た
つ
る
　

年

昭

武
田
鉄
工
入
社
。

年

に
独
立
し
て
創
業
し
、

年
に
ハ
ガ
タ
屋
を
設
立
。

年
に
有

限
会
社
か
ら
株
式
会
社
に
変
更
。

年
に
内
閣
官
房
地
域
活
性

化
伝
道
師
。
香
川
県
出
身
、

歳
。

　
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
ハ
ガ

タ
屋

香
川
県
東
か
が
わ
市
、

０
８
７
９
・
２
５
・
３
１
２

１

は
、
紙
を
５
０
０
枚
重
ね

て
打
ち
抜
く
「
封
筒
用
抜
き

型
」
、
繊
維
、
皮
革
、
ゴ
ム
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
な
ど

を
打
ち
抜
く
「
抜
き
刃
型
」
な

ど
を
手
が
け
る
ト
ッ
プ
企
業
。

現
在
、
力
を
入
れ
て
い
る
「
三

次
元
抜
き
型
」
を
は
じ
め
、

「
ス
ー
パ
ー
繊
維
裁
断
用
抜
き

型
」
、
「
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

抜
き

型
」
な
ど
加
工
対
象
を
広
げ
て

い
る
。
喜
岡
達
社
長
に
製
品
づ

く
り
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
へ

の
思
い
を
聞
い
た
。

　
高
松
支
局
長
・
斉
藤
伸
介

◇

　
―
三
次
元
抜
き
型
の
特
徴

は
。

　
「
従
来
の
抜
き
型
は
繊
維
、

皮
革
、
紙
、
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を

打
ち
抜
く
。
自
動
車
の
バ
ン
パ

ー
な
ど
の
曲
面
状
の
抜
き
型
は

な
か
っ
た
。
塗
装
後
の
成
型
品

を
痛
め
ず
に
穴
あ
け
、
切
断
す

る
の
が
三
次
元
抜
き
型
だ
。
日

本
刀
に
用
い
る
製
法
、
焼
き
入

れ
技
術
を
応
用
し
て
独
自
に
開

発
し
た
。
こ
の
刃
に
ノ
ウ
ハ
ウ

が
詰
ま
っ
て
い
る
が
、
見
た
目

は
変
わ
ら
な
い
。
１
９
９
９
年

に
展
示
会
に
出
展
し
た
時
は

プ
レ
ス
金
型
で
処
理
す
る
方

が
簡
単
だ
よ

と
笑
わ
れ
た

が
、
あ
る
担
当
者
の
目
に
と
ま

っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
こ
こ
ま
で
進
化
し
た
。
少

な
い
設
備
投
資
で
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
も
減
ら
せ
る
と
実
証

し
た
」

　
―
ス
ー
パ
ー
繊
維
用
抜
き
型

を
開
発
し
ま
し
た
。

　
「
付
加
価
値
の
高
い
仕
事
を

す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

年
４

月
か
ら

カ
月
で
弾
性
と
耐
熱

性
に
優
れ
た
ス
ー
パ
ー
繊
維
用

の
抜
き
型
を
開
発
し
た
。
製
造

工
程
は
今
ま
で
と
変
わ
ら
な

い
。
鍛
造
、
熱
処
理
の
工
程
を

工
夫
し
た
。
ス
ー
パ
ー
繊
維
は

防
弾
チ
ョ
ッ
キ
、
宇
宙
服
な
ど

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
用
途
は

医
療
、
防
衛
分
野
な
ど
に
も
広

が
る
だ
ろ
う
」

　
―
新
た
な
取
り
組
み
は
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
挫
折
の
繰
り

返
し
だ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災

が
響
い
て
売
り
上
げ
が
半
減
し

た
。
し
か
し
、
悪
戦
苦
闘
し
て

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
抜
き
型
開
発
に
成

功
し
た
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
鉄
に
比

べ
て
重
さ
が
４
分
の
１
で
、
強

度
が

倍
。
航
空
機
や
自
動
車

の
部
品
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
輸
入
車
シ
ョ
ー
で
高
級
ス

ポ
ー
ツ
カ
ー
に
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
の

パ
ー
ツ
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い

た
。
今
後
、
日
本
の
高
級
車
向

け
需
要
が
増
え
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」

　
―
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
に
つ

い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

　
「
原
点
は

昔
か
ら
伝
わ
る

技
術
の
中
に
、
最
先
端
に
応
用

で
き
る
技
術
が
眠
る

だ
。
幾

多
の
失
敗
の
中
に
必
ず
成
功
の

光
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
」

運命変えたプローブ清田製作所・清田茂男社長　�

現
状
に
満
足
せ
ず
今
日
も
研
究
開
発
を
続
け
る
清
田
社
長

　
「
頂
点
に
上
っ
た
も
の
は
転
げ
落
ち

る
」
―
。
こ
れ
は
終
戦
後
に
私
の
故
郷

で
あ
る
北
海
道
の
漁
村
で
開
か
れ
た
座

談
会
で
聞
い
た
言
葉
だ
。
北
海
道
大
学

の
学
生
が
話
す
と
い
う
の

で
、
貴
重
な
機
会
だ
と
思
っ

て
内
容
も
知
ら
ず
に
参
加
し

た
が
、
実
は
共
産
主
義
の
宣

伝
会
だ
っ
た
。
講
演
の
内
容

に
は
興
味
が
わ
か
ず
、
ま
っ

た
く
覚
え
て
い
な
い
の
だ

が
、
な
ぜ
か
こ
の
言
葉
だ
け

は
ず
っ
と
耳
に
残
っ
て
い

る
。

　
こ
の
言
葉
は
、
私
の
人
生

に
お
け
る
決
断
の
指
針
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
東
京
の
ハ

ー
モ
ニ
カ
工
場
で
働
き
、
工

場
長
に
な
っ
た
時
も
そ
う
だ

っ
た
。
当
時
は
注
文
が
殺
到

し
、
こ
の
先
も
受
注
が
な
く

な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
状

況
だ
っ
た
が
、
ふ
と
こ
の
言

葉
を
思
い
出
し
て
独
立
す
る
こ
と
を
決

意
し
た
。
し
か
し
社
長
が
認
め
て
く
れ

ず
、
結
局
５
年
ほ
ど
後
輩
た
ち
の
指
導

に
あ
た
っ
て
か
ら
退
職
し
た
。

　
そ
の
後
に
立
ち
上
げ
た
プ
レ
ス
工
場

は
、
次
第
に
腕
を
認
め
ら
れ
て
取
引
先

を
広
げ
た
。
た
だ
高
級
レ
コ
ー
ド
針
の

製
造
を
手
が
け
た
時
も
「
い
つ
か
は
転

げ
落
ち
る
の
で
は
」
と
い
う
気
が
し
て

い
た
。
実
際
に
そ
の
読
み
は
当
た
り
、

１
９
８
０
年
代
に
入
る
と
レ
コ
ー
ド
は

Ｃ
Ｄ
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
レ
コ
ー
ド

針
の
受
注
は
急
減
し
、
倒
産
す
る
取
引

先
も
あ
り
、
わ
が
社
も
苦
境
に
陥
っ

た
。

　
そ
の
こ
ろ
、
取
引
先
の
商
社
か
ら
み

せ
ら
れ
た
米
国
製
の
部
品
が
、
私
の
運

命
を
大
き
く
変
え
た
。
半
導
体
な
ど
の

電
圧
や
電
流
を
測
定
す
る
た
め
に
使
わ

れ
る
プ
ロ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
る
部
品
だ
。

　
私
は
小
学
卒
で
、
電
気
関

係
の
知
識
は
な
い
に
等
し
か

っ
た
。
だ
が
、
こ
ん
な
こ
と

で
諦
め
た
り
は
し
な
い
。
書

物
を
読
み
あ
さ
り
、
電
気
の

専
門
家
の
教
え
も
乞
う
て
専

門
知
識
を
身
に
つ
け
た
。
研

究
開
発
の
結
果
、
世
界
で
も

私
と
も
う
一
人
に
し
か
製
造

で
き
な
い
プ
ロ
ー
ブ
が
完
成

し
た
。

　
そ
の
後
も
現
状
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
、
極
細
の
円
筒

形
プ
ロ
ー
ブ
や
、
従
来
と
は

全
く
異
な
る
発
想
の
積
層
型

プ
ロ
ー
ブ
を
開
発
し
て
き

た
。
最
近
で
は
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

向
け
に
高
電
圧
・

大
電
流
の
プ
ロ
ー
ブ
を
製
品

化
し
た
。
私
の
開
発
し
た
製
品
は
、
市

場
の
数
年
先
を
行
く
も
の
だ
と
自
負
し

て
い
る
。
今
で
は
大
手
メ
ー
カ
ー
の
研

究
者
ら
か
ら
の
相
談
も
多
く
寄
せ
ら
れ

る
。
中
小
企
業
で
あ
れ
、
技
術
力
で
大

手
企
業
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
信
じ
て
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

全
３
回

高
齢
化
社
会
、
出
荷
好
調
栃
木
・
シ
ン
テ
ッ
ク
ス

　シンテックス（栃木県さくら市、八
木沢穣社長、 ）は、自社
製品の福祉用品「タスカル」ブランド
で、階段昇降機と段差解消機を展開し
ている。階段昇降機（写真）は階段の
傾斜に沿って、いすがレール上を移動
する装置。段差解消機は車いすの利用
者が車いすから降りることなく段差を
移動できるエレベーター式のテーブル
だ。
　北欧の階段昇降機を扱っていた販売
代理店から「日本人の体格に合った機
器がほしい」との相談を受け、開発に
着手。 年に階段昇降機を、 年に
段差解消機を発売した。八木沢社長は
「この製品の市場規模は 億― 億円
で、いわば隙間だ」としているが、高
齢化を受けて出荷台数を伸ばしてお
り、現在は売上高の約４割を占める柱
の一つに育っている。
　階段昇降機のレールはオーダーメー
ドで製造しており、さまざまな角度や

曲線状の階段に対応できる点が強み。
使わない時は、肘掛けや座面、足置き
台を折り畳めるようにして利便性を高
めた。屋外向け装置でも実績を積んで
いる。
　八木沢社長は「品質管理は医療機器
向けなどの板金部品生産で、大手メー
カーの厳しい要求に応えてきた経験が
生きている」と胸を張る。その上で、
「安全・安心が求められる。しっかり
とメンテナンスサービスなどを提供し
たい」と気を引き締めている。

大
型
工
作
機
械
の
受
注
開
始
　
　
　
　
東
京
愛
知
産
業

　愛知産業（東京都品川区、井上裕
之社長、 ）は、イタリ
アの大型工作機械メーカー、パーマ
（ロベレット）と日本総代理店契約
を結び、大型工作機械の受注を始め
た。最長 の腕を持つ横中ぐり
盤（写真）など６種類を取り扱う。
価格は設置工事費用を含めて５億―
億円。重電機器や建設機械などの
製造現場に採用を提案し、初年度２
台の販売を目指している。
　現在、原子力発電用インフラ設備
などの大型製品の加工は短納期化が
求められている。大型品を高精度で
加工できる最新鋭の装置が日本の企
業には必要で、今が装置導入の好機
であると判断し、パーマとの契約に
踏み切った。
　パーマが 年に中国・上海に置
いた機械組立工場には、パーマ本社
の技術者が駐在している。中国工場
の協力を得て、大型工作機械の修理

やメンテナンスなどのアフターサー
ビスを、日本で提供できる体制を整
えている。
　愛知産業は重電や造船などの業界
で用いる溶接装置や真空溶解装置の
輸入販売を主に手がけている。５軸
加工で高く評価されているドイツの
工作機械メーカー、ハームレの同時
５軸マシニングセンター（ＭＣ）
を、 年に日本市場に投入。加工技
術と工作機械のサービスの経験を積
み上げた。この実績をパーマが評価
したことも契約につながっている。

４－５月の予定
４　月

　

　◇６日（土）多摩産業人クラ
ブ「第８回日刊工業新聞社杯ゴ
ルフ大会」（東京都青梅市、東
京バーディクラブ）
　◇９日（火）新潟産業人クラ
ブ「スノーピーク本社工場見学
と山井太社長の講演」テーマ：
スノーピークの経営戦略（新潟
県三条市 懇親会：松木屋 同
　◇ 日（木）掛川産業人クラ
ブ「平成 年度定時総会」（静
岡県掛川市、掛川グランドホテ
ル）
　◇ 日（木）― 日（日）埼
玉産業人クラブ・ＮＩＴＥＣ埼
玉産学交流会「学外研修」（沖
縄県産業視察）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラ
ブ・ＴＤＵ産学交流会「工場見
学会」（上板塑性、埼玉県三芳
町）
　◇ 日（土）大阪産業人クラ
ブ「競馬を楽しむ会」京都競馬
場貴賓室より観戦
　◇ 日（火）東京産学交流会
（サザンクロス）４月定例会
「日本経済の見通し」講師：日
本総合研究所調査部主任研究員
・松村秀樹氏（東京都大田区、
三井ガーデンホテル蒲田）
　◇ 日（火）名古屋産業人ク
ラブ「 年度定時総会＆記念
講演会」（名古屋市中村区、名

鉄ニューグランドホテル）
　◇ 日（火）大阪産業人クラ
ブ「会員同士の工場見学」富士
製作所（ナット）、ウツエバル
ブ（原子力バルブ）、マツダ
（冷間圧造）の３社
　◇ 日（金）大分産業人クラ
ブ「平成 年度定時総会＆講演
会」（大分市、大分センチュリ
ーホテル）
　◇ 日（火）埼玉産業人クラ
ブ「第 回定時総会、第 回西
海記念賞、第９回埼玉ちゃれん
じ企業経営者表彰」（さいたま
市浦和区 浦和ロイヤルパインズ
ホテル
　

５　月
　

　◇ 日（火）茨城産業人クラ
ブ「経済講演会・交流会」（水
戸市、水戸京成ホテル）
　◇ 日（火）大阪産業人クラ
ブ「総会」（大阪市都島区、大
閤園）
　◇ 日（木）東京産業人クラ
ブ・神奈川産業人クラブ共催親
睦ゴルフ大会（横浜市保土ケ谷
区、横浜カントリークラブ）
　◇ 日（月）九州・山口産業
人クラブ「 年度定時総会」
（福岡市博多区、ホテル日航福
岡　５階「志賀の間」）
　◇ 日（火）名古屋産業人ク
ラブ「メガソーラーたけとよ＆
武豊火力発電所」見学会（愛知
県知多郡）
　◇ 日（木）岐阜産業人クラ
ブ「 年度定時総会＆記念講
演会 岐阜市、岐阜都ホテル）

ミ
ャ
ン
マ
ー
視
察
記
�
中
小
進
出
に
エ
ー
ル
日
本
産
業
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

新
入
会
員

経
済
展
望
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
テ
ー
マ
高
橋
日
本
総
研
理
事
長
が
講
演
東
京
・
女
性
部
会

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 ４月５日 金曜日 　　

▲　

佐
川
会
長
か
ら
ネ
ク
タ
イ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
照
れ

笑
い
す
る
高
橋
氏

　

講
演
を
聞
く
参
加
者

　
神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
　

▽
吉
田
　
英
臣
氏
　
太
洋
専

務

横
浜

市
港
北
区

大
豆
戸
町

３
７
５
、

０
４
５
・

５
４
３
・
７
１
１
１
、
輸
出

・
国
内
貨
物
の
梱
包
、
輸
送

な
ど

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
大
久
保
　
秀
夫
氏
　
フ

ォ
ー
バ
ル

会
長

東

京
都
渋
谷

区
神
宮
前

５
の

の

２
、
青
山
オ
ー
バ
ル
ビ
ル

階
、
０
３
・
３
４
８
６
・
２

９
６
１
、
Ｏ
Ａ
・
情
報
通
信

機
器
の
企
画
、
販
売
、
設

置
、
保
守
、
経
営
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
小
林
　
和
好
氏
　
小
林

鋲
螺
社
長

埼
玉
県

草
加
市
神

明
１
の

の

、
０

４
８
・
９
３
５
・
１
７
９

１
、
金
属
部
品
の
製
造
・
販

売

京
都
で
ひ
な
祭
り

鑑
賞
会
を
開
催

大
阪
・
女
性
部
会

　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
女

性
部
会

部
会
長
野
田
　
祥

代

野
田
テ
ッ
ク
会
長

は

３
月

日
、
京
料
理
の
老
舗

「
ち
も
と
」

京
都
市
下
京

区

で
「
京
都
　
お
ひ
な
祭

り
鑑
賞
会
」
を
開
催
し
た

写
真

。
名
古
屋
産
業
人

ク
ラ
ブ
の
女
性
部
会
も
駆
け

つ
け
て
交
流
し
た
。
ち
も
と

は
享
保
３
年
創
業
、
３
０
０

年
の
歴
史
を
誇
る
。
古
く
か

ら
伝
わ
る
雛
壇
や
由
緒
あ
る

雛
道
具
類
を
展
示
し
て
お

り
、
こ
の
由
緒
に
つ
い
て
女

将
が
「
古
き
時
代
の
節
句
に

ま
つ
わ
る
遊
び
心
を
思
い
描

い
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
と
説

明
し
た
。

　
当
日
は
鴨
川
の
土
手
の
桜

が
満
開
。
桜
並
木
を
眺
め
な

が
ら
の
雛
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
、
和
や
か
な
時
間
が
流
れ

た
。
食
後
は
白
川
沿
い
の
桜

や
建
仁
寺
を
散
策
し
、
散
会

し
た
。
や
は
り
京
都
に
は
心

を
穏
や
か
に
す
る
風
情
が
あ

る
。

　
視
察
団
は
２
月

日
午

前
、
宿
泊
先
の
「
ト
レ
ー
ダ

ー
ズ
ホ
テ
ル
」
で
日
本
貿
易

振
興
機
構
ヤ
ン
ゴ
ン
事
務
所

の
高
原
正
樹
所
長
と
三
菱
商

事
ヤ
ン
ゴ
ン
事
務
所
の
岩
崎

行
洋
副
所
長
の
講
演
を
聴
い

た
。
高
原
所
長
は
「
広
告
代

理
店
や
弁
護
士
事
務
所
な
ど

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
系
の
企
業
進

出
は
増
え
て
い
る
が
、
本
丸

の
製
造
業
の
進
出
は
遅
れ
て

い
る
」
と
指
摘
。

岩
崎
副
所
長
は

「
中
国
と
韓
国
に

良
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
ら
れ
つ
つ

あ
る
。

迅
速
経

営
の

中
小
企
業

の
方
に
ぜ
ひ
頑
張

っ
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ

た
。

　
午
後
は
工
場
見

学
。
ま
ず
地
場

の
、
す
を
つ
く
っ

て
い
る
企
業
を
視

察
し
た

写
真

。ド
イ
ツ
製

の
製
造
装
置
を
使
い
、
品
質

管
理
担
当
者
も
配
置
し
て
近

代
的
な
モ
ノ
づ
く
り
に
専
念

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

た
。
続
い
て
台
湾
系
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
成
形
企
業
を
訪

問
。
女
性
工
員
が
て
き
ぱ
き

と
手
を
動
か
し
な
が
ら
作
業

す
る
様
子
を
見
学
し
た
。

　
次
は
日
本
政
府
と
商
社
が

開
発
に
意
欲
を
示
し
て
い
る

「
テ
ィ
ラ
ワ
経
済
特
区
」
の

建
設
予
定
地
を
視
察
。
２
０

１
５
年
に
一
部
の
工
業
団
地

を
先
行
し
て
建
設
す
る
計
画

だ
が
、
現
状
は
ま
だ
更
地
の

状
態
。
一
行
は
将
来
の
発
展

に
思
い
を
は
せ
た
。

　
ヤ
ン
ゴ
ン
最
後
の
夜
は
宿

泊
先
ホ
テ
ル
の
中
華
料
理
店

で
解
団
式
を
行
っ
た
。
日
刊

工
業
新
聞
社
の
井
水
治
博
社

長
は
視
察
先
と
の
日
程
調
整

を
始
め
、
視
察
の
遂
行
に
全

面
的
に
協
力
し
て
く
れ
た
ミ

ャ
ン
マ
ー
経
済
・
投
資
セ
ン

タ
ー
の
米
村
紀
幸
理
事
長
に

感
謝
の
意
を
表
明
。
米
村
理

事
長
は
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の

対
応
が
遅
く
、
や
き
も
き
す

る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
無
事

に
日
程
を
終
え
て
ほ
っ
と
し

て
い
る
」
と
話
し
た
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
視
察
団
の
笠
原
文
善

団
長
は
「
今
回
の
視
察
で
実

際
に
進
出
企
業
が
出
た
よ
、

と
話
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
」

と
期
待
を
込
め
た
。

福
島
・
い
わ
き
市
で

先
端
企
業
の
見
学
会

群
馬
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
群
馬
産
業
人
ク
ラ
ブ

有

田
喜
一
会
長

群
栄
化
学
工

業
社
長

は
３
月

、

の

両
日
、
福
島
県
い
わ
き
市
で

「
先
端
企
業
技
術
見
学
会
」

を
前
橋
市
異
業
種
交
流
グ
ル

ー
プ
と
共
催
で
開
い
た
。
超

硬
工
具
大
手
の
タ
ン
ガ
ロ
イ

と
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電

池
な
ど
の
検
査
装
置
で
国
内

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
握
る
東
洋

シ
ス
テ
ム
を
訪
問
。
６
社
・

団
体
が
参
加
し
、
特
殊
な
技

術
と
最
新
設
備
に
よ
る
競
争

力
の
源
泉
を
学
ん
だ
。

　
初
日
は
米
著
名
投
資
家
の

ウ
ォ
ー
レ
ン
・
バ
フ
ェ
ッ
ト

氏
が
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｉ
Ｍ
Ｃ
グ

ル
ー
プ
を
通
じ
て
間
接
出
資

す
る
タ
ン
ガ
ロ
イ
の
新
工
場

棟
を
見
学
し
た

写
真

。

刃
先
交
換
チ
ッ
プ

イ
ン
サ

ー
ト

の
材
料
と
な
る
希
少

金
属
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
や
コ

バ
ル
ト
な
ど
を
焼
き
固
め
る

焼
結
工
程
か
ら
研
削
、
表
面

処
理
な
ど
効
率
の
高
い
一
貫

工
程
を
視
察
し
た
。
親
会
社

は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
切
削
工
具

会
社
の
イ
ス
カ
ル
な
ど
を
傘

下
に
置
き
、
グ
ル
ー
プ
の
力

を
ラ
イ
ン
の
自
動
化
な
ど
随

所
に
活
用
し
て
い
る
。

　
担
当
者
は
「
親
会

社
が
先
行
す
る
技
術

を
タ
ン
ガ
ロ
イ
の
力

で
さ
ら
に
改
良
を
加

え
て
生
産
技
術
を
確

立
し
た
い
」
と
狙
い

を
説
明
し
た
。

　

日
は
二
次
電
池

の
検
査
装
置
で
機
種

に
よ
っ
て
５
―
８
割

の
高
シ
ェ
ア
を
持
つ

東
洋
シ
ス
テ
ム
を
訪

問
し
た
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

な
ど
の
登
場
で
電
池
の
機
能

強
化
が
商
品
全
体
の
評
価
に

直
結
す
る
た
め
装
置
需
要
が

急
増
。
自
動
車
や
電
池
、
材

料
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
主
な
顧

客
だ
。
参
加
者
は
組
立
作
業

で
忙
し
い
生
産
現
場
や
引
き

合
い
が
増
え
て
い
る
電
池
の

受
託
製
造
事
業
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
。
永
島
彰
彦
総
務

部
長
は
「
電
池
の
改
良
で
稼

働
時
間
を
高
め
た
い
介
護
用

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
新
し
い
市
場

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
」
と
市

場
動
向
を
解
説
。

年
中
に

は
本
社
隣
に
新
本
社
を
建
設

す
る
。

　
期
間
中
、
視
察
団
は
津
波

被
害
を
受
け
て
市
全
体
の
犠

牲
者
の
３
分
の
１
以
上
を
占

め
た
薄
磯
地
区
を
訪
れ
た
。

関
東
精
機
の

沢
恭
一
社
長

は
「
震
災
か
ら
２
年
た
っ
た

今
で
も
復
興
は
道
半
ば
。
爪

痕
の
残
る
様
子
が
ま
じ
ま
じ

と
垣
間
見
ら
れ
た
」
と
振
り

返
っ
た
。

交
流
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

細
野
氏
が
総
合
優
勝

首
都
圏
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
埼
玉
、
茨
城
、
千
葉
の
産

業
人
ク
ラ
ブ
は
３
月

日
、

豊
里
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

茨
城

県
つ
く
ば
市

で
、
「
首
都

圏
産
業
人
ク
ラ
ブ
合
同
地
域

間
交
流
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
を

開
い
た
。
当
日
は
Ａ
と
Ｂ
、

２
ク
ラ
ス
合
わ
せ
て
９
組

人
が
参
加
。
ペ
リ
ア
方
式
に

よ
る
競
技
の
結
果
、
埼
玉
産

業
人
ク
ラ
ブ
か
ら
参
加
し
た

川
口
鋳
物
工
業
協
同
組
合
の

細
野
博
隆
専
務
理
事
が
ネ
ッ

ト

・
６
、
グ
ロ
ス

で
総

合
優
勝
し
、
日
刊
工
業
新
聞

社
の
井
水
治
博
社
長
か
ら
ト

ロ
フ
ィ
ー
と
賞
品
が
授
与
さ

れ
た

写
真

。
細
野
氏
は

「
優
勝
は
想
定
外
。
プ
レ
ー

は
低
調
だ
っ
た
が
、
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
恵
ま
れ
た
」

と
驚
き
を
隠
さ
な
か
っ
た
。

　
総
合
準
優
勝
は
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ

Ｎ
の
水
上
恭
一
社
長

茨
城

産
業
人
ク
ラ
ブ
会
員
、
ネ
ッ

ト

、
グ
ロ
ス
１
０
２

、

総
合
３
位
は
Ｔ
Ｍ
Ｐ
の
高
橋

一
雄
社
長

同
、
ネ
ッ
ト

・
８
、グ
ロ
ス

だ
っ
た
。

　
ま
た
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

は
、
グ
ロ
ス

で
ハ
ー
ベ
ス

の
前
田
知
憲
社
長
が
受
賞
。

ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
の
平

均
で
競
っ
た
地
域
対

抗
戦
で
は
、
埼
玉
産

業
人
ク
ラ
ブ
が

・

７
で
優
勝
し
た
。

　
各
ク
ラ
ス
の
上
位

３
人
は
次
の
通
り
。

敬
称
略

　
▽
Ａ
ク
ラ
ス

１

位
・
細
野
博
隆
、
２

位
・
高
橋
一
雄
、
３

位
・
佐
藤
栄
作

ア

ー
ト
科
学
社
長
、
茨

城
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
員

。

　
▽
Ｂ
ク
ラ
ス

１
位
・
水

上
恭
一
、
２
位
・
三
代
達
也

日
立
電
機
工
業
社
長
、同
、

３
位
・
豊
田
国
寿

日
刊
工

業
新
聞
社
茨
城
支
局
長

。

大
川
日
本
工
大
理
事
長

米
寿
記
念
ゴ
ル
フ
大
会

大
竹
氏
が
優
勝

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
埼
玉
交
流
会

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
埼
玉
産
学
交
流
会

長
谷
川
勉
会
長

長
谷
川

鉄
工
所
社
長

は
３
月

日
、
千
葉
県
野
田
市
の
紫
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
す
み
れ
コ

ー
ス
で
「
第

回
ゴ
ル
フ
大

会
・
大
川
陽
康
日
本
工
業
大

学
理
事
長
米
寿
記
念
杯
」

写
真

を
開
い
た
。

　
結
果
は
平
和
産
業

さ
い

た
ま
市
南
区

の
大
竹
功
一

社
長
が
ネ
ッ
ト

・
６
、
グ

ロ
ス
１
０
６
で
優
勝
。
大
竹

社
長
は
「
記
念
の
大
会
で
優

勝
で
き
て
う
れ
し
い
。
一
生

の
思
い
出
に
な
る

と
喜
ん

だ
。

　
当
日
の
天
気
は
晴
れ
。
良

い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
２
位

に
丸
一
ゴ
ム
製
作
所

埼
玉

県
吉
川
市

の
杉
本
賢
次
社

長
、
３
位
に
同
大
学
の
柳
沢

章
副
理
事
長
が
入
賞
し
た
。

プ
レ
ー
後
、
一
同
は
５
月
に

歳
と
な
る
大
川
理
事
長
を

囲
み
歓
談
。
大
川
理
事
長
は

「
こ
の
よ
う
な
場
を
設
け
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
も
元
気
良
く

会
を
続
け
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
女
性

部
会

佐
川
八
重
子
会
長

桜
ゴ
ル
フ
社
長

は
３
日
、

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京

東
京

都
千
代
田
区

で
４
月
例
会

を
開
い
た
。
日
本
総
合
研
究

所
理
事
長
で
、
安
倍
晋
三
政

権
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
議

員
を
務
め
る
高
橋
進
氏
が

「
２
０
１
３
年
内
外
経
済
の

展
望
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
高
橋

氏
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
真

価
が
問
わ
れ
る
の
は
こ
れ
か

ら
」
と
し
た
上
で
、
世
界
経

済
の
見
通
し
や
金
融
、財
政
、

成
長
戦
略
の
３
本
の
矢
な

ど
に
つ
い
て
デ
ー
タ
分
析
を

交
え
て
解
説
。
女
性
経
営
者

ら
約

人
が
参
加
し
た
。

　
ま
た
高
橋
氏
は
「
欧
米
は

女
性
の
出
生
率
と
就
業
率
の

高
さ
が
比
例
し
て
い
る
。
一

方
、
日
本
は
逆
。
女
性
が
活

躍
し
て
い
る
会
社
の
成
長
率

は
高
い
。
女
性
が
活
躍
す
る

社
会
に
し
た
ら
経
済
も
上
向

き
に
な
る
と
確
信
し
て
い

る
」
と
強
調
。
そ
の
上
で
、

女
性
や
若
者
、
高
齢
者
の
活

用
策
を
、
近
く
諮
問
会
議
の

議
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
と

し
た
。
一
方
、
会
員
か
ら

「
待
機
児
童
解
消
の
た
め
保

育
園
を
設
立
し
よ
う
と
し
て

も
区
の
認
可
が
下
り
な
い
」

と
い
っ
た
課
題
を
指
摘
す
る

声
も
あ
り
、
活
発
に
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。

　
講
演
後
、
佐
川
会
長
が
エ

ル
メ
ス
の
淡
い
グ
リ
ー
ン
の

ネ
ク
タ
イ
を

サ
プ
ラ
イ
ズ

プ
レ
ゼ
ン
ト

。
ぜ
ひ
テ
レ

ビ
で
つ
け
て
い
る
姿
を
見
た

い
と
首
元
に
あ
て
が
う
と
、

高
橋
氏
は
「
次
に
出
演
す
る

時
は
必
ず
つ
け
ま
す
」
と
宣

言
し
、
会
場
を
沸
か
せ
た
。


